
保
岡
宏
武
衆
議
院
議
員
は
、
自
民
党
所
属

の
国
会
議
員
と
し
て
の
任
期
中
、
故
保
岡
武

久
代
議
士
、
故
保
岡
興
治
代
議
士
、
故
徳
田

虎
雄
代
議
士
、
徳
田
毅
代
議
士
、
金
子
万
寿

夫
代
議
士
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
奄
美
群

島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
奄
美
振
興
特
措

法
）
の
延
長
に
携
わ
り
ま
し
た
。「
奄
美
の

力
」
で
あ
っ
た
両
代
議
士
が
取
り
組
ん
で
き
た

政
策
を
、
与
党
の
一
員
と
し
て
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぎ
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
国

会
の
場
で
奄
美
の
現
状
と
課
題
を
政
府
に
訴

え
る
重
要
な
役
目
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

任
期
中
も
、
遠
藤
利
明
党
総
務
会
長
（
当
時
）

ら
与
党
国
会
議
員
と
の
政
策
勉
強
会
を
奄
美

で
開
催
し
た
ほ
か
、
大
雨
災
害
で
は
い
ち
早

く
被
災
地
を
野
村
農
水
大
臣
（
当
時
）
や
森

山
奄
振
委
員
長
と
同
行
視
察
す
る
な
ど
、
奄

美
と
中
央
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
、
地
元
奄

美
の
声
を
政
府
に
直
接
届
け
ら
れ
る
唯
一
の

衆
議
院
議
員
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

保
岡
議
員
の
思
い
入
れ
が
強
い
奄
振
特
措
法

は
、
奄
美
の
伝
統
産
業
を
守
り
振
興
開
発
の
道

を
切
り
拓
く
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
全
国
の
離
島
振
興
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
、
ひ

い
て
は
島
国
日
本
全
体
の
政
策
に
も
影
響
を
与

え
る
重
要
な
法
律
で
す
。
奄
美
特
措
法
成
立

後
、
時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
逐
次
改
正
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
通
常
国
会
で
も
さ

ら
に
奄
美
在
住
者
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
い
法

律
と
な
る
よ
う
、
保
岡
議
員
を
中
心
に
国
会
で

訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
沖
縄
路
線
の

運
賃
割
引
へ
の
支
援
追
加
や
、
関
係
人
口
の
拡

大
及
び
移
住
支
援
事
業
に
対
す
る
支
援
拡
充

な
ど
を
軸
と
し
た
改
正
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
保
岡
議
員
は
奄
美
地
方
在
住
者
の
生

活
を
守
り
抜
き
、
奄
美
か
ら
地
方
創
生
を
達
成

す
る
た
め
に
政
策
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
今
回
の
特
措
法
改
正
で
明
記
さ
れ

た
沖
縄
と
の
連
携
強
化
を
生
か
し
た
奄
美
ブ
ラ

ン
ド
の
国
内
外
発
信
強
化
と
併
せ
た
取
組
の

強
化
や
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
急
速
に
回
復

し
つ
つ
あ
る
外
国
人
観
光
客
誘
客
の
た
め
の

保
岡
宏
武
衆
議
院
議
員
は
、
国
会
開
会
式

で
は
大
島
紬
の
着
物
を
着
用
し
、
日
頃
の
ネ
ク

タ
イ
も
大
島
紬
の
も
の
を
着
用
す
る
な
ど
、
永

田
町
で
も
奄
美
大
島
の
ア
ピ
ー
ル
を
欠
か
さ
な

い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
島
紬
生
産
者

や
黒
糖
製
造
従
事
者
か
ら
は
、
文
化
産
業
の
継

続
・
後
継
者
不
足
を
不
安
視
す
る
声
が
上
が
っ

て
お
り
、
ま
た
資
材
高
騰
や
輸
送
費
の
高
騰
に

よ
る
事
業
の
継
続
を
心
配
す
る
声
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
奄
美
の
伝
統
産
業
や
地
場

産
業
、
小
規
模
事
業
者
を
守
る
た
め
に
、
事
業

継
承
に
対
す
る
補
助
金
や
人
材
不
足
解
消
に
取

り
組
み
ま
す
。

ご
み
の
漂
流
・
漂
着
に
よ
る
漁
業
へ
の
影

響
は
深
刻
な
問
題
で
す
。
数
年
前
に
発
生
し
た

軽
石
と
あ
わ
せ
て
県
や
市
町
村
で
は
対
応
が
で

き
な
い
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
漁
業
者
の
生
活

に
も
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
景
観
美
化
や

環
境
維
持
の
た
め
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に

携
わ
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
す
る
と
と
も

に
、
抜
本
的
対
策
が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
特
に
外
国
由
来
の
ご
み
も
多
く

あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
隣
諸
国
と
の

外
交
に
お
い
て
も
漂
着
ご
み
問
題
を
し
っ
か
り

取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
政
府
に
強
く
求

め
て
い
ま
す
。

奄
美
大
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
っ

た
こ
と
で
観
光
客
増
が
期
待
で
き
る
反
面
、
密

猟
・
盗
掘
、
外
来
種
、
旅
行
客
集
中
な
ど
と
い
っ

た
課
題
が
あ
り
ま
す
。
世
界
自
然
遺
産
の
登
録

が
維
持
で
き
る
よ
う
、
ま
た
L
C
C
の
定
期

運
行
の
定
着
な
ど
新
た
な
観
光
課
題
に
つ
い
て

も
、
国
県
市
町
村
の
連
携
を
は
か
り
ま
す
。

奄
美
大
島
に
暮
ら
す
方
々
か
ら
は
、
街
路

灯
や
歩
道
な
ど
歩
行
者
か
ら
自
動
車
ま
で
安
心

安
全
な
道
路
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
交
通
イ
ン

フ
ラ
は
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
整
備
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か
り

見
守
り
ま
す
。

奄美出身者の冠婚葬祭等における
航路・航空路運賃の軽減

奄美ブランドの国内外発信強化と
沖縄との連携強化

外国人観光客誘客のための
Wi-Fi 環境整備や通訳の強化

大島紬や黒糖焼酎などの
島の産業振興
ごみの漂流・漂着による
漁業、環境への影響解消
LCCの定期運行の定着、密漁・盗掘、
外来種、オーバーツーリズム対策など
世界自然遺産を活かした観光振興
街路灯や歩道など歩行者から
自動車まで安心安全な道路環境整備

奄美地方で取り組む政策保
岡
宏
武
が
取
り
組
む
奄
美
大
島
の
政
策
（
抜
粋
）

・

・

・

・

・

・

・

奄美大島で取り組む政策

奄
美
大
島
の
政
策

保
岡
宏
武
が
取
り
組
む

最前線

奄美大島の皆さまとともに、
衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

や
す
お
か
宏
武

や
す
お
か
宏
武とことん地方創生！

奄美の力。

令和6年（2024年）9月 30日（月曜日）

保
岡
宏
武
衆
議
院
議
員
は
、
奄
美
地
方
を
含
む
自
由
民
主
党
鹿
児
島
県
第
二
選
挙
区
支
部
長

と
し
て
、
奄
美
大
島
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
保
岡
宏

武
衆
議
院
議
員
の
奄
美
地
方
・
奄
美
大
島
の
政
策
と
、
国
会
で
の
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
す
。

W
i

-

F
i
環
境
整
備
や
通
訳
士
整
備
を
与
党

内
で
共
通
認
識
と
な
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
奄
美
出
身
者
の
冠
婚
葬
祭
等
に
お
け

る
航
路
・
航
空
路
運
賃
の
軽
減
な
ど
、
奄
振
特

措
法
の
拡
充
も
引
き
続
き
与
党
内
で
理
解
を
い

た
だ
け
る
よ
う
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

奄美大島でも辻立ちで挨拶活動を実施奄美大島でも辻立ちで挨拶活動を実施

奄美群島農業農村整備事業推進協議会から要望受け奄美群島農業農村整備事業推進協議会から要望受け
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石
破
茂
新
総
裁
は
今
年
で
67
歳
。
衆
議
院
鳥

取
１
区
選
出
の
当
選
12
回
で
、
こ
れ
ま
で
防
衛

庁
長
官
、
防
衛
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
地
方

創
生
担
当
大
臣
を
務
め
た
ほ
か
、
党
幹
事
長
も

務
め
る
な
ど
豊
富
な
経
歴
で
多
く
の
支
持
を
得

て
き
ま
し
た
。

９
月
７
日
に
は
鹿
児
島
市
内
で
講
演
し
、
毎

年
１
回
以
上
は
鹿
児
島
県
に
訪
れ
て
い
る
こ
と

や
県
が
抱
え
る
現
状
に
触
れ
な
が
ら
、
地
方
創

生
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
治
と

カ
ネ
の
問
題
に
つ
い
て
も
「
政
治
家
の
言
う
こ

と
は
信
用
で
き
な
い
と
い
う
国
民
の
声
を
払
拭

す
る
の
が
政
治
改
革
だ
」
と
持
論
を
述
べ
ま
し

た
。

保
岡
宏
武
衆
議
院
議
員
は
石
破
総
裁
候
補

の
推
薦
人
20
名
に
加
わ
り
、
総
裁
選
全
般
で
石

破
候
補
を
支
援
し
、
全
国
遊
説
に
も
総
裁
選
対

策
メ
ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。

　

保
岡
議
員
は
石
破
新
総
裁
の
誕
生
に
際
し

「
鹿
児
島
２
区
は
鹿
児
島
・
南
薩
・
奄
美
と
、

ま
さ
に
地
方
創
生
が
必
要
な
地
域
で
あ
り
、
地

方
創
生
を
掲
げ
続
け
て
い
る
石
破
さ
ん
を
総
裁

候
補
と
し
て
応
援
し
て
き
た
。
国
会
議
員
と
し

て
初
め
て
の
総
裁
選
で
、
石
破
新
総
裁
へ
の
多

く
の
期
待
の
声
を
感
じ
た
。
石
破
新
総
裁
と
密

接
に
連
携
で
き
る
関
係
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
よ
り
一
層
、
鹿
児
島
の
地
方
創
生
を
強
力

に
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

石破新総裁 誕生
９
月
27
日
、
自
民
党
総
裁
選
挙
が
党
本
部
で
行
わ
れ
石
破
茂
元
幹
事
長
が
新
総
裁
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
地
方
創
生
を
掲
げ
る
石
破
茂
候
補
は
鹿
児
島
県
で
も
人
気
が
高
く
都
市
型
の
政
治

か
ら
地
方
に
目
を
向
け
た
政
治
へ
転
換
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
保
岡
宏
武
衆
議
院
議
員
は
石
破

茂
総
裁
候
補
の
推
薦
人
の
一
人
と
し
て
石
破
総
裁
の
誕
生
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

令和6年（2024年）9月30日（月曜日）

国会事務所奄美事務所
衆議院議員やすおか宏武事務所
「みんなの笑顔、明るい未来へ。やり抜きます。やすおか宏武です。」

〒894-0027 
奄美市名瀬末広町2-6-1Ｆ荒垣ビル
TEL 0997-57-1178
FAX 

〒100-8981
東京都千代田区永田町2-2-1衆議院第一議員会館815号室
TEL 03-3508-7633
FAX 03-3508-32630997-57-1179

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

衆議院議員保岡宏武プロフィール 1973年5月6日生まれ、家族は妻と男の子４人。
奄美小、池田中、錦江湾高、青山学院大法学部卒業、鹿児島大大学院修了（焼酎学修士）。
2021年衆議院総選挙初当選、現在自民党鹿児島２区支部長。奄美振興特別委員会幹事。

活動活動報告報告
保岡宏武衆議院議員は、東京と
鹿児島を毎週往復して精力的に
活動しています。保岡議員の東
京での活動の一部を写真でお伝
えします。

衆議院農林水産委員会で質問衆議院農林水産委員会で質問 渋谷・鹿児島おはら祭りに参加渋谷・鹿児島おはら祭りに参加

与論町から国会見学に来た児童達と交流与論町から国会見学に来た児童達と交流 森山裕自民党幹事長と共に戦います森山裕自民党幹事長と共に戦います党勢拡大に貢献 (党員獲得28位 ) し、党勢拡大に貢献 (党員獲得28位 ) し、、、党本部で表彰党本部で表彰
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